
ジャンルトップ事業概要

TAC※8に続く
新規事業の
創出

成長戦略（IFRS)

当事業の外部顧客に対する売上
高は8,082億円（前期比10.5%
増）、営業利益は726億円（前期
比1.5%増）となりました。サービ
ス提供力を軸としたカラー機の
販売増にともなう粗利増、デジタ
ル印刷システムの販売増、為替の
円安効果が増収増益に寄与しま
した。 

当事業の外部顧客に対する売上
高は785億円（前期比4.6%減）と
なりました。営業利益は、日本での
仕入れ商材の販売減少にともなう
粗利減に、超音波画像診断装置事
業立ち上げにともなう先行費用
が重なり、21億円（前期比27.6%
減）となりました。

売上高は機能材料分野が前期から
売上を拡大しましたが、産業用光学
システム分野でのコンパクトカメラ
用レンズの需要縮小や携帯カメラ
用レンズの事業縮小、ならびにHDD
用ガラス基板の事業撤退の影響
を受け、減収となりました。一方、利
益面では機能材料分野や計測機
器の販売増、産業用光学システム
分野で前期に実施した一連の構造
改革効果が増益に寄与しました。
これらの結果、当事業の外部顧客
に対する売上高は1,127億円（前期
比2.9%減）、営業利益は197億円

（前期比195億円増）となりました。

※1 OP（Office Product）：オフィスプロダクト ※2 MIF（Machines In the Field）：MFP（複合機）やプロダクションプリント機の市場における累積設置台数（稼働台数）
※3 PV（Print Volume）：プリント出力枚数 ※4 マルチアプリ：マルチアプリケーション。テキスタイルやラベルなど紙以外の印刷媒体へのプリントによる新しい用途への印刷の活用

2014年度（実績） 2018年度（目指す姿）

サービス提案による
MIF※2、PV※3の
拡大

MPM提案による
MIF、PVの拡大

サービスおよび
医療IT提案による
MIFの拡大

サービス提案に
よる機器・システム
の拡大

80.6%

7.8%

11.2%

※5 MPM（Marketing Print Management）：顧客企業のマーケティング部門に最適化された印刷ソリューションを提供するサービス ※6 PP：プロダクションプリント
※7 モダリティー：医療現場で使用される各種検査装置。当社ではCR／DRや超音波診断機器　　　　 ※8 TAC：酢綿を主材料とした液晶偏光板用保護フィルムの総称

事業概況

主力の情報機器事業が、
大きく躍進しました。

オフィスサービス分野

商業・産業印刷分野

ヘルスケア分野

産業用光学システム分野

機能材料分野

情報機器事業

ヘルスケア事業

産業用材料・
機器事業

カラーMFPの
国別シェア、29カ国で
1位もしくは2位
CY2014の外部データを
もとに当社推定、台数ベース

カラーデジタル印刷機
世界トップクラスの
シェア
CY2014の外部データを
もとに当社推定、台数ベース

カセッテ型DR
国内市場
トップクラスのシェア
CY2014の外部データを
もとに当社推定

ディスプレイ
アナライザーで
トップクラスのシェア
CY2014 当社推定

薄膜TAC製品
世界トップクラスの
シェア
CY2014の外部データを
もとに当社推定、面積ベース
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■ サービス　■ OP※1

■ マルチアプリ※4

■ MPM※5　■ PP※6

■ サービス、医療IT
■ モダリティー※7、ほか

■ 計測機器・光学システム
■ レンズ・部材

■ 新規事業　■ 既存事業
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